
紹介したい東北の遺跡

矢島（秋田県由利本庄市）

　江戸時代、最初に讃岐を領したのは生駒親正で

した。生駒氏は４代目高俊の時に、家臣団の対立

による生駒騒動によって出羽国矢島に改易されま

す。

　矢島は、秋田県由利本荘市、鳥海山の北麓の子

吉川がつくった狭い平野にある小さな町です。城

跡近くにある龍源寺の背後の墓地に高俊の墓があ

りました。初代親正の墓塔を彷彿させる立派な五

輪塔です。17万8000石から１万石に減封された高

俊は矢島の地で何を思っていたのでしょうか。

　なお、生駒氏は明治維新まで矢島の当主として

存続します。

矢島の町並み

生駒高俊の墓

「龍師火帝」碑

「龍師火帝」碑（山形県米沢市）

　大正時代、高松市香川町の香東川の川浚えの際

に発見された「大禹謨」と刻まれた石は、香東川

の流れを現在のものに固定した西嶋八兵衛に係る

ものとされています。長く類例を探していました

が、山形県米沢市の松川に設けられた猿尾堰の傍

らに「龍師火帝」と刻まれた石があることを知り

ました。これは戦国大名であった上杉氏の家臣で

ある直江兼続が建てたもので、６世紀に中国で著

された『千字文』からの

引用です。「大禹謨」と

同じように中国典籍から

引用した文言を石に刻み

土木工事箇所に置いた事

例として注目されます。

「大禹謨」


